
新規事業採択時評価結果（平成２５年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
地域高規格道路 新

しん

山梨
やまなし

環状
かんじょう

道路 

一般国道140号 新
しん

山梨
やまなし

環状
かんじょう

道路（東部
と う ぶ

区間） 

事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 山梨県 

起終点 自：山梨
やまなし

県甲府
こ う ふ

市西下条町
にししもじょうまち

  至：山梨
やまなし

県甲府
こ う ふ

市
し

落合町
おちあいちょう

 延長  １．６ｋｍ 

事業概要  

新山梨環状道路は、甲府都市圏における交通の円滑化、甲府市と周辺市町村間の連絡強化などを目的とした

全長約４０ｋｍの環状道路で、平成６年１２月に地域高規格道路の計画路線に指定された北部・南部・東部区

間と中部横断自動車道を利用する西部区間によって構成される。 

新山梨環状道路（東部区間）は、既に供用を開始している西部・南部区間から国道１４０号と交差し、国道

２０号までを結ぶ区間で、西関東連絡道路、中央自動車道と連絡する北部区間に接続する重要区間である。 

事業の目的、必要性  

新山梨環状道路（東部区間）は、 

・環状道路の一部として機能するとともに、甲府都市圏の骨格となる幹線道路網を形成し、甲府都市圏の朝

夕の慢性的な交通渋滞の緩和 

・防災拠点である小瀬スポーツ公園、広域災害拠点病院である市立病院、緊急輸送路に指定されている甲府

精進湖線とのアクセス向上 

・第１次緊急輸送路である国道140号の代替機能確保 

に資する道路である。 

全体事業費     約９７ 億円 計画交通量 約13,600 台／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

新山梨環状道路整備促進期成同盟会（甲府市、山梨市、南アルプス市、甲斐市、笛吹市、中央市、昭和町他）

より、一層の整備促進の要望がされている。 

構想段階からの市民参画を目的とした新山梨環状道路東側区間協議会を設立。（平成17年5月） 

 
学識経験者等の第３者委員会の意見  

 山梨県公共事業評価委員会において、新規事業化については妥当と認められている。 

 
事業採択の前提条件  

 便益が費用を上回っている。 

 沿線自治体等より早期整備の要望を受けており、円滑な事業執行の環境が整っている。 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．６ 

総費用 ８１億円 総便益 １２９億円 基準年  

事業費： ７９億円 

維持管理費： 1.9億円 

走行時間短縮便益：１１１億円 

走行費用減少便益： 6.4億円 

交通事故減少便益： １２億円 

平成24年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C=1.4 （交通量 -10％） B/C=1.8 （交通量 +10％） 

事業費変動 B/C=1.8 （事業費 -10％） B/C=1.5 （事業費 +10％） 

事業期間変動 B/C=1.7 （事業期間 -20％） B/C=1.5 （事業期間 +20％） 

事 

業 

の 

影 

響 

評価項目 評価 根  拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 

交通集中による現道区間の混雑を緩和する（現道区間の平日混雑度：1.55） 

【混雑度】 平日 1.55（甲府市下曽根町） 

【渋滞損失時間の改善】約４２．５万人時間/年の削減（費用便益分析対象範囲：H42将来推計）

【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】約６．６万人時間/年･km（現況） 

山梨県平均：約1.9万人時間/年･km（約3.5倍） 

全国平均：約2.6万人時間/年･km（約2.5倍） 

事故対策 ◎ 

バイパス整備により死傷事故率の高い現道からの交通を転換させる 

【死傷事故率】約４９６件/億台キロ（現況）       (死傷事故率費比（県内平均比）6.2) 

山梨県平均：約８０件/億台キロ（約6.2倍） 

全国平均：約８８件/億台キロ（約5.6倍） 

 （事故率曲線における位置：上位２割以内（県管理道路）） 

歩行空間 －  

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ○
集落内の通過交通がバイパス側へ移り、生活道路との分離が図られる。 

広域災害拠点病院である市立病院までの搬送時間が２分短縮される。 

地域経済 ○
環状道路網として峡西圏域（南アルプス市役所）と峡東圏域（山梨市役所）間の速達性が向

上し、地域間交流及び連携強化が図られる。 

大規模イベントが開催される小瀬スポーツ公園へのアクセス性が向上する。 

災 害 ○
第１次緊急輸送路である国道140号代替路線を形成し、緊急輸送路の機能強化が図られる。 

第２次緊急輸送道路である甲府精進湖線へのアクセス性が向上する。 

環 境 ○
CO2排出削減量 ３８５．２（ｔ-CO2/年）、NOX排出削減量 １．６（ｔ/年） 

SPM排出削減量 ０．１（ｔ/年）（費用便益分析対象範囲：H42将来推計） 
 

地域社会 ○ 防災拠点である小瀬スポーツ公園までの物資輸送時間が２分短縮される。 

事業実施環境 ○

平成２５年３月都市計画決定済み。 

「山梨みちづくりビジョン」において、慢性的な渋滞の緩和・解消を図り、県内1時間交通圏

を確立するための事業として位置付け。 

事業計画段階よりＰＩ手法を取り入れ広く住民意見を取り入れた計画となっており、事業実

施の環境が整っている。 

地元自治体等より整備の要望がされている。 

 

採択の理由 
事業主体である山梨県が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．６と便益が費用を上回っており、事

業採択の前提条件が確認できる。 

また、地域間交流を担う幹線道路、緊急輸送路の機能強化、災害時の救急拠点（広域防災拠点病院、防災拠点）

へのアクセス向上等、当該事業の整備の必要性・社会全体の効果は高いと判断される。 

以上により、本事業は平成２５年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 
 

担 当 課：国道・防災課    

担当課長名：三浦 真紀     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


